
クアラルンプール近郊でのハラル認証食品の現地調査

クアラルンプール市街地の日系百貨店食品売

り場2店、日系スーパーマーケット１店、スー

パーマーケット6店、フードコートやレストラン

約20店などの日本食や日系企業が製造した商品

の陳列方法の現地調査を行った。レストラン等飲

食店舗をはじめとして、スーパーマーケット等小

売店舗で扱う商品の多くでハラル認証が取得さ

れており、ハラル・ロゴが、レストランの入り口

や商品パッケージなど、消費者が容易に確認でき

る場所に掲示されている。

まず日系企業が販売している製品でハラル

対応をしているものが少なかった。私たちが調

査した限りではマヨネーズ１社、インスタント

ラーメン2社、日本茶1社であり、醤油や調味

料、お菓子、食品などは対応をしていなかった。

イスラム教の教義にもとづいたハラルへの配

慮が必須となっており、マレーシアで最も多い

マレー系（約67％）が買え控えすることが考え

られる。同様に中心市街地にあるレストランな

どでは、ハラルの認証を取っていないがため

に、中華系の人の利用が中心で、マレー人の利

用は少ない。実際にラーメン屋の前で小さな子

供がいる家族連れが、「ノーハラール」と言っ

て、立ち去って行った。

その一方で、クアラルンプール近郊の外資

系スーパーでは、基本的にハラル対応の商品

のみ販売している。日本製の緑茶はハラル対

応の一社のみで、後は中国製などが販売して

いた。特に日系スーパーマーケットなのにハ

ラル非対応のため、米と緑茶は日本製品を置

いていなかった。

マーケッティングを考えれば、まだ販売

チャンネルを増やす可能性がある。日本のコ

久宗　周二

●研究グループ：「東アジアに政治発展」（共催）
◆2019年 5月 24日（金）

会　場：3 号館 305教室
テーマ：「ポストひまわりの台湾－選挙・政治・安保」
報告者：千北辰（台湾　退役　陸軍少将）

●研究グループ：「東アジアの国際経済・ビジネスの変還と現状
 そして今後の展望」

◆2019年 5 月17日（金）
会　場：アジア研究センター（16号館108号室）
テーマ：「PCビジネスのロジとSCM」
報告者：柴田　淳志（武蔵大学非常勤講師）

◆2019年 7 月 31日（水）
会　場：アジア研究センター（16号館108号室）
テーマ：「一帯一路構想の進展プロセスを考える」
報告者：秋山　憲治（神奈川大学アジア研究センター客員教授）
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2019年度　アジア研究センター活動報告 2019年 4 月～2019年10月

共同研究グループ主催による公開研究会
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写真１　日本語とローマ字で表記しているスイーツ店 

◆2019年 9 月25 日（水）
会　場：アジア研究センター（16号館108号室）
テーマ：「日本の教育関連ビジネスの新興国市場における可能性

―ベトナムとスリランカの事例から―」
　報告者：山本　崇雄（神奈川大学経済学部教授）

●研究グループ：「植民地国家と近代性：
アジア諸国を中心とする比較研究」

◆2019年 7 月 13 日（土）
会　場：アジア研究センター（3号館208講堂）
テーマ：「パイナップルのグローバルヒストリー：

ハワイ・台湾・沖縄を結ぶネットワークとして」
　報告者：八尾　祥平 ( 神奈川大学経営学部非常勤講師 )


